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sinOoぅ γ - E sin20o sinp ocosp o
また,一次の式は
aOl ･,
sinO o等 - α 五 - (cos20 O - sin2o o,( 1･ "os-p ｡ )01











･訂 sin20｡豊 -(恒 inpo-i,congo)sinO｡
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の解を持っことがわかる｡但 し,これは,a-±cx,で OO-＼O,または 7E,∂Oo/∂x-Oの境界
条件を満たす解である｡ (7)の解は,wallが,ある上限の速度はあるが,一度の速度で伝わる






壁は磁場に比例 した速度で動 くことになる) (7)式から,全磁化のエネルギーを求めると,











































上 : f ;(x)f k(-)dx - j=f *k(x )fT(x )- 0
亡 J k'′(x)fk(x)dx-♂(k-k ')





























































z T -I-;窓 ･万 完孟 dx- Jl hz･ Zk-0
1 1
を得る｡よって, (25)(30)より,壁は平行移動のみを行う｡その速度は















U =言~' 甲1=㌫ ~
BlochWalの安定性
(34)
を得るが,これはWalkerの解の hzが充分小なる極限 と一致 し,わずかな偏角を作 りながら,
磁場に比例 した速度で並進する壁を表わしている｡
ahz
W→∞のとき uw=了三才 , P l= 0,




































































工dl･,i杢 空 手付 x,)tanh x,手 α小 ,'),t,､,ーLへJ/(1+a2)W2+乙αewJ-mw)ー LcoshJ=･' 'ry､ 〉 V '…日日 "



















出来るo但 し,そこでの評価が正解 であるためには, hx,∫,I(tr)はxの有限範囲 (いかに大き








で表わされる｡ここで, cl, C2, C3はそれぞれ, x,x′-±∝)で発散 しない関数である.
ここから, (32)の条件, plについて線型化可能の条件は,
Kl≧1, および K2≧1 (47)
である. (45)から, k2は常に(47)を満たすことは簡単にわかるO -方 Klに対する条件か









Q'-0は a2≦4/Eのとき, 中立安定とな り, Q'≒0の外場のゆらぎに対 して,通常Bloch
wallは不安定となる｡安定なW｡11 が存在するためには,a2>4/Eの条件を満たす強い減




















で定義される変数 E, Tを用いると, (ll)(12)に対応 して
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となるが, §4と同様に k2の虚数部は常に 1より大きくなるから, kl について,虚数部
5i:■コ
Kl-1の条件より,











で与えられるOすなわち, a7-0はαがいかに大きくとも,常に中立安定であって, GO≒ 0に
かならず不安定領域を持っことになる｡
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